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ReevesTaleに み られ る北 方 方 言 の 要 素

山 田 隆 敏*

SomeElementsofNorthernDialectsonReevesTale

TakatoshiYAMADA

And(he)seyde,`farwel,Malin,sweteWight!

ThedayIscomc,Imaynolengerbyde;

Butevermo,whersoIgoorryde,

IIsthynawenclerk,swahaveIseel!'

`N
owderelemman,'quodshe,`go,farweel!

Buterthougo,othingIwolthee.telle,

Whanthatthouwendesthomwardbythemelle,

Rightattheentreeofthedorebihinde,

Thoushaltacakeofhalfabushelfinde

Thatwasy-makedofthynownemele,

WhichthatIheelpmyfaderfortostele.

And,godelemman,godtheesaveandkepe!'

(CanterburyTales,A.TheRevesTale,4236-4247)1
ひと

彼 は 言 った,「 さ よ うな ら、 マ ー リソ よ、 い と しい女 よ!

夜 が 明 け た,も うこ こ にい られ ない 。

も うど こへ 行 って も、

僕 は お まえ の 恋 人 だ 、 僕 は 幸 せ もん だ!」
ひと

彼女 は 言 った 。 「い と しい 男 よ、 さ よ うな ら!

で も行 く前 に1教 えて あ げ るわ 。

帰 りぎわ 水 車 小 屋 の ぞ ぱ を 通 った ら、

す ぐ裏 手 の 入 口の と こ ろへ 行 って み て 、

そ こに半 ブ ッ シ ェル の パ ソが あ る と思 うわ 、

あ な た の粉 か ら作 った もの な の 、

私 も父 の手 助 け して 、盗 ん だ もの な ん だ け ど、

で は,さ よ うな ら、 気 を つ け て ね!」2

(こ こは下 種 な粉 屋 が 、学 生 の た め に 、妻 と娘 を 寝 取 られ て 、 ひ どい 目に あ う場 面 で あ る。

しか し、Chaucerの 「生 きた人 間 」 に対 す る温 か い表 現 は 、 そ の惨 め さ を感 じさ せ な い。 北
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部方言を使 う学生 と、被害者の娘の使 うMidland方 言のまろやかさは、この場面を一転 して

恋を語 らう場面へと一変させている。上記の本文中のイタリック体は北部方言音綴 りを表わ

す。)

GeoffreyChaucerは1340な い し45年 頃 にLondonの 裕 福 な ブ ドウ酒 商 の 家 に生 れ 、 父John

Chaucerと も ど も宮 廷 に勤 めた 。 詩 文 、 音楽 、 礼法 、馬 術 な どの 当 時 の0般 教 養 を身 につ けた 。

1368年 以 降 、 王 の依 頼 を受 けて フ ラ ソ スや イ タ リア な ど に派 遣 され た。 そ の海 外 留 学 ・派 遣 に

よ って 、 ダ ソテ 、 ペ トラル カ、 ボ ッカ チ オ な どの 人 物 に 会 っ て、 しか も彼 等 の作 品 に 出会 っ た。

イ タ リア文 芸 復 興 期 に い ろ い ち な 人 物 に 出 会 った 影 響 は 、Chaucerの 創 作 意 欲 を い た く刺 激 し

た。 そ れ がRomauntoftheRoseと な り、Chaucerの 詩 人 と して の 名 声 を決 定 づ け る こ とに

な っ たCanterburyTalesに つ な が る。

さ て 、 本 稿 で はCanterburyTalesのReevesTaleに 焦 点 を あ て 、 次 の 三 点 に お い て 考 察 を

行 う。

1.EastMidlandDialectに 含 まれ るLondonDialect

2.カ ソ タ ベ リー物 語 と家 扶 の話

3.家 扶 の 話 に見 られ るNorthemDialect

この 三 点 か らChaucer作 品 の特 徴 を 明 ら か に して ゆ きた い。

1.EastMidlandDialectに 含 ま れ るLondonDialect

ア ソ グ ロ ・サ ク ソ ソ諸 系 族 が ま だ大 陸 北 部 に住 ん で い た 頃 、今 日の北 ドイ ツか らデ ソマ ー ク

そ して南 ス ウ ェー デ ソを 舞 台 に して 創 作 され た 、 最 古 の英 雄 叙 事 詩 挽ow召 ∬ も、 文 学 の啓 蒙 の

名 主KingAlfred(849～901)の 編 纂 に な るAnglo-SaxonChronicleも 、 今 日の 英 語 か ら見 れ

ば 、似 て も似 つ か な い英 語 で あ っ た。

AD.449.HerMauricius7Ualentinesonf6ngonrice.コ}允sodonviiwinter.won

hieradagumHengest7HorsafromWyrtgeorneOgeleapadeBrettaKyningeOgesohton

Brettneonか 百mstakeかeisOgenemnedYpwinesfleot.wrestBrettumtδfultume,

achieeftonhiefuhton.(TheParkerManuscript)…OldEnglish3

(lnthisyearMauriciusandValentinianobtaintheKingdomandreignedseven

winters.IntheirdaysHengestandHorsa,invitedbyVortigern,Kingofthe

Britons,cametoBritainontheshorewhichiscalledYpwinesfletatfirsttohelp

theBritons,butlatertheyfoughtagainstthem.)4

この英 語 を見 て も分 か る よ うに、 古 代英 語 の特 色 は 屈 折 語 尾 を豊 富 に有 して い る こ とで あ っ た。

そ の後 の デ ソマ ー ク語 の侵 入(1013～1042)に よ って 、屈 折 語 尾 の 消失 は早 め られ レベ ル化 さ

れ る こ と に な った 。 更 にNormanConquest(1066)以 降 、300年 に及 ぶ ノル マ ソ王 に よ る イ

ギ リス支 配 に よっ て 、 フ ラ ソス語 と ラテ ソ語 が英 語 に代 っ て官 用 語 と して用 い られ た。 そ れ は

間接 的 に は文 法 形 式 の簡 素 化 に つ な が り、 直接 的 に は新 しい文 化 の流 入 を物 語 る多数 の 語彙 の

増 加 に つ な が っ た5。 そ して文 法 的 に は屈 折 語 尾 の 著 しい レベ ル 化 に つ な が った 。

と ころ でGeoffreyChaucer(?1340～1400)の 使 った 中 世 英 語 は 、 上 記 の古 代 英 語 に よ る 「ア

ソ グ ロ サ ク ソ ソ年 代 紀 」 の 英 文 に 比 べ て 、 さ ほ ど 奇 異 の 感 じを 今 日 の 私 達 に 与 え な い 。

CanterburyTalesのGeneralPrologueか ら引 用 す る。

WhanthatAprillewithhisshouressote

ThedroghteofMarchehathpercedtotherote,
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Andbathedeveryveyneinswichlicour,

Ofwhichvertuengendredistheflour;

WhanZephiruseekwithhisswetebreeth`

Inspiredhathineveryboltandheeth

Thetendrecroppes,andtheyongesonne

HathintheRamhishalfecoursy-ronne,

Andsmalefowlesmakenmelodye,

Thatslepenalthenightwithopenye,

(Soprikethhemnatureinhiscorages)

Thanlongenfolktogoononpilgrimages

(Andpalmersfortosekenstraungestrondes)

Tofernehalwes,coutheinsondrylondes

Andspecially,fromeveryshiresende

OfEngelond,toCaunterburytheywende,

Theholyblisfulmatirfortoseke,

Thathemhathholpen,whanthattheywereseke.(A.Prol.1^-18)

(WhenAprilwithhisshowerssweetwithfruitthedroughtofMarchhaspierced

untotherootandbathedeachveinwithligorthathaspowertogeneratetherein

andsiretheflower;WhenZephyralsohas,withhissweetbreath,quickened

again,ineveryboltandheath,thetendershootsandbuds,andtheyoungsun

intotheRarnonehalfhiscoursehasrun,andmanylittlebirdsmakemelody

thatsleepthroughallthenightwithopeneye‐soNaturepricksthemonto

rampandrage‐thendofolklongtogoonpilgrimage,andpalmerstogo

seekingoutstrangestrands,todistantshrineswellknowninsundrylands.And

speciallyfromeveryshire'sendofEnglandtheytoCanterburywend,theholy

blessedmartyrtheretoseekwhohelpedthemwhentheylaysoillandweak.)s

古 代 英 語 及 び 中 世 英 語 で は 殆 ど 同 等 な 勢 力 を 持 っ た 方 言 が 各 地 で 話 さ れ て い た7。 古 代 英 語

に はHumber河 以 北 の`Northumbrian',Thames河 以 北 の`Mercian',Thames河 以 南 の

`W
estSaxon',Kent及Surrey地 方 に は`Kentish',Norfolk及Suffolkに は`EastAnglian'

と 呼 ぶ 方 言 が 分 布 して い た 。King'Alfredの 用 い た 英 語 はWestSaxon方 言 の 標 準 的 文 語 で あ っ

た が 長 続 き し な か つ た 。 中 世 英 語 の 方 言 に はNorthumbrianに 代 わ る`Northem',Mercian

に 代 わ る`Midland',WestSaxon及 びKentishに 代 わ る`Southern'等 の 方 言 が あ っ た 。

Chaucerの 用 い た の は 、 広 く見 れ ば`EastMidlandDialect',狭 くみ れ ば`LondonDialect'

で 、London,Oxford,Cambridgeな ど政 治 ・文 化 の 中 心 地 域 を 占 め て い た か ら,最 も勢 力 の

あ る 方 言 で あ っ た 。 標 準 英 語 は こ の 方 言 の 発 達 し た も の と さ れ る 。
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ChaucerはSpenser,Milton,Dryden,Pope,Keats,WilliamMorris,WilliamShake-

speareな ど の後 世 の 詩 人 達 に影 響 を残 した 。TheRomauntoftheRose(ば ら物 語),The

iIfoftheZ)u(chess(公 爵 夫 人 の 書),TheparllamentofFowls(百 鳥 のつ どい),The

Legendof(ToodWomen(善 女 列 伝),Troilusand(riseyde(ト ロイ ラス と ク レシ ダ)

そ してTheCanterburyTalesな どの 偉 大 な文 学 的 業 績 を 残 す こ とで 高 く評価 され て い る。

Spenserか らは`DanChaucer,wellbfEnglishundefyled',JohnDrydenか らは`the

fatherofEnglishPoetry'と 賛 え られ た。 更 に彼 の 言 語 的 地 位 は 、`Linguatoscana'を

用 い て 近 代 イ タ リア語 の基 礎 を作 ったDanteに 並 び称 され るが 、 彼 の偉 大 な と こ ろは 次 の2点

に 要 約 され る と考 え られ る。 ① 古 代 英 語(=Englishoffullinflection)か ら中世 英 語(=

Englishoflevelledinflection)更 に は 普 通 語(後 の 標 準 英 語=Englishoflostinflectin)

に む け て 言 語 の標 準 化 に寄 与 した こ とで あ る。 ② 彼 は用 い た 方 言(=Dialect)の 本 質 を あ ま

す 所 な く体 得 し、 自由 自在 に これ を 駆 使 して よ くそ の長 所 を生 か した。

これ らの証 左 と して 、Chaucerは 動 詞 の語 尾 にMidland方 言 の一enとSouthern方 言 の一Sを、

更 に名 詞 の複 数 形 にNorthern方 言 の 一SとSouthern方 言 の一enを 併 用 して い る の が あ げ られ る8。

London方 言 を 含 め たMidland方 言 は 南 北 両 方 言 の 中 間 に位 置 し、 音 声 に お いて も屈 折 語 尾 に

お い て も両 方 言 の 中 間 を と り、 幾 つ か 南 北 方 言 の特 徴 を取 り入 れ て い る。 方 言 が 普通 語 とな り

標 準 とな るに は政 治 ・文 学 ・宗 教 ・教 育 な ど の影 響 を併 せ考 慮 しな け れ ば な らな い 。

II.カ ンタベ リー物語 と家扶の話

春 雨 に しっ と りとぬ れ る あ る季 節 の こと,LondonのSouthwarkの あ る宿 屋 に29人 の 一 団 が

殉 教 者ThomasaBecketを ま つ るCanterbury寺 院 へ の巡 礼 に 出 か け る 目的 で泊 る。 宿 の 主 人

が そ の リー ダー役 を 買 って 出 て 、 往 復 路 と もに2つ ず つ の話 を して 道 中 を 面 白 く しよ うと 申 し

出 る。 この よ うに して巡 礼 者 は 各 自競 い あ っ て得 意 な話 を続 け て ゆ く。 一 番 立 派 な話 を した 者

に 、 この 宿屋 で 皆 が 費用 を 出 しあ って 、 夕食 を ご馳 走 す る こ とに な って い る か らで あ る。 これ

は 中 世 で 盛 ん に 行 わ れ た 物 語 形 式 で あ る。 桝 井 迫 夫 氏 は こ の形 式 を 次 の よ うに 述 べ て い る◎

『た だ 単 に物 語 を 並 べ るだ け で な く、 物 語 自体 に演 劇 性 を与 え、聴 衆(巡 礼 者 ・読 者)の 共 感

を得 るた め に 、 つ ぎ つ ぎ と話 さ れ るfabliau(笑 話)の 中 に、Chaucer独 特 のironyとhumour

感 覚 を に じま せ 、simileとmetaphorの 表 現 を 駆 使 して 、 物 語 に無 限 の 多 様 性 と立 体 性 を与 え

て い る。 また 彼 は 物 語 と物 語 の間 にPrologue(序 文)な る もの を 入 れ て話 者 に も性 格 描 写 を
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与 え 、 そ れ に よ って物 語 が 物 語 を生 む興 味 ・面 白 さ を聴 衆 に与 え て い る。』9例 え ば 、 粉 屋 の下

衆 な話 に対 して 、 日頃 か ら仲 の悪 い家 扶 は す ぐ さ ま下 衆 な 話 で 仕 返 しをす る と こ ろで あ る。

Chaucerは 宿 屋 の主 人 に 「お約 束 どお り、 どな た が 先 に話 を な さ るか 、 さあ これ か ら決 め ま

し ょ う。 さ あ、 籔 を引 か な い うち は、0歩 も先 へ行 っ て は い け ませ ん 。 い ちば ん 短 い の を引 い

た方 か ら最 初 に お始 め下 さい 」 と言 わ せ る。 す る と、結 局 、 ど うい うは ず み か 、 偶 然 に も、 籔

は 騎 士 に当 た った 。 騎 士 は こ の よ うに言 って 始 め る。

Heseyde`SinIshatbiginnethegame,

What,welcomebethecut,aGoddesname!

Nowlatusryde,andherknethwhatIseye.'(A.Prol.853-855)

(Hesaid"SinceImustthenbeginthegame,why,welcomebethecut,and

inGod'sname!Nowletusride,andhearkenwhatIsay.")

騎 士 の 話 が 終 る と,酔 っ ぱ ら った 粉 屋 が 話 を始 め る。 そ れ は 「あ る大 工 が 下 宿 人 のOxford

の 大 学 生 に ま ん ま と騙 されて 女 房 を寝 取 られ,下 衆 の 大 工 は さん ざ ん な恥 を か い て,近 所 の 人

か ら気 違 い 扱 い され る」 と い っ た 内容 で あ る。 粉 屋 の 話 が 始 ま る前 に,家 扶 と の 間 で 口喧 嘩 が

あ った の で,し か もそ の 家 扶 は もと 「大 工 」 で あ った の で 彼 の 激 怒 を買 うこ と に な っ た。 粉 屋

の 話 が巡 礼 の 一 人 で あ る家 扶 自身 に 向 け られ た あ て こす りで あ る と知 った の で 、 家 扶 は粉 屋 に

意 趣 返 しを始 め る。 そ れ は 「Cambridgeか ら程 遠 くな い 所 に住 ん で い る粉 屋 の妻 と娘 が 、Ca

mbridgeに あ るSolarHallと い う学 寮 か ら来 た遊 び好 きの 学 生 に寝 と られ る」 と い った 内容 で

あ る。 家 扶 の話 は何 か ら何 ま で粉 屋 の 話 と対 照 的 で あ る。 このCambridgeの 学 生 は 共 に北 部 地

方 の生 れ で 、 北 方 方 言 を 使 う と ころ に、 面 白味 と滑 稽 さが 感 じ られ る。 日頃 はEastMidland

方 言 、 即 ちLondon方 言 を使 っ て い るLondon在 住 の 巡 礼 者 達 に と っ て 、 地 方 味 の 面 白 さ を味

あ わ せ る こ とを 目的 に した表 現 手 法 で あ ろ う。 二 人 の 学 生 に[two:](two)を[twa:]

(twa)と 言 わ せ た り、[i:am](Iam)を[i:isコ(Iis)又 は[ikam](ikam)と 言

わ せ た りす る こ とで 、 聴 衆 にfabliau(笑 話)の 面 白 さを 深 め て い る。 家 扶 の 話 を楽 しん だ後 、

Londonの 料 理 人 の 話 へ と引 きつ が れ る。

IIL家 扶の話に見られる北方方言の要素

ま ず 初 め に 北 方 方 言 の 地 域 設 定 を し て お く と 、
.`Ofotounweretheyborn,thathighte

Strother,ferinthenorth,Icannattellewhere.'(A.Rv.4014-5)と な っ て お り、

北 部 地 方 に は 違 い な い の で あ る。 更 にStrotherに 関 し て は 、"Strother",
.north.obs.app.

relatedtoOE.strod,marsh,theplace-namestrood(O.E.D)と な っ て お り、 北 部 地 方

の 方 言 で あ る こ と は 明 確 に 示 し て い る 。Allexander.J.Ellisの 作 成 し た 方 言 区 画 に 従 う と 、

Division30(EastNorthern)-Division32(North 。Northern)の 範 囲 内 の 方 言 で あ る 。

MainTextと して はTheCompleteWorksof(GeoffreyChaucer(W.W.Skeat)を 使 用 し

た 。 北 方 方 言 と他 の 方 言 を 比 較 す る た め 、 下 記 の 作 品 の 用 例 を 引 用 した 。

oCursorMundi(Oxford,1961)NorthernDialect

oHaveloktheDane(Oxford,1915)EastMidlandDialect

OSIrGawaynaη げ(TreenKnight(Oxford ,1969)‐NestMidlandDialect

oPlersthePlowmann(Oxford,1969)WestMidlandDialect

OWorksof/ohn(一.Tower(Oxford ,1969)LondonDialect.

次 に 家 扶 の 話 に 見 ら れ る北 方 方 言 の 文 法 的 特 徴 を 考 察 して み た い 。

な お 本 稿 の 引 用 文 は す べ て こ の ス キ ー ト版 を 利 用 し、 末 尾 の()内 の 数 字 は そ れ ぞ れ の フ ァ
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ブリオの行数を示す。また各章(§1～3)の 最初の引用語群のイタリック体は北方方言の方

言音綴 りを示 し、ローマソ体は、それに相当する標準英語の綴 りを示す。引用文中のイタリッ

ク体 も北方方言の方言音綴 りを示す。

§1名 詞

banes(N.)bones407310Tonne(N.)fool4089

1athe(N.)barn4088raa(N.)roe4086

sale(N.)soul4187sang(N.)song4170

saule(N.)soul4263

1)banes[1例]OE.ban>ME.bone(north)bane.

oForms:11c.ban,baan>12c.～13c.ban>13c.～bone,boon,bon.

〉(north)13c.^-19c.bane

OOurhorsisTorn!Alayn,forgoddessbanes,(A.Rv.4073}

banesに つ い てOEDで は 次 の よ うに 説 明 し て い る。

Thisnorthernwordmeans`thegeneralnameforeachofthedistinctparts

whichunitedlymakeuptheskeltononhardframeworkofthebodyofvertebrate

animals.'

作 品 内 で はboon,bone,bon,bones,bonyが 使 用 さ れ る 。

oWestryvenasdidethehoundesfortheboon(A.Kn.1177)

oThatthoghhehaddemebetoneverybon,(A.WB.511)

*他 の 方 言 に 見 ら れ る 例;

・

・

・

・

・

CursorMundi(北 方 方A):ban(1472),banes(543),bans(6951)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言)・:bones(1296)

Gawain&GK.(中 西 部 方 言):bones(424)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):bones(21)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言):bon(i.1531)bones(ii.2302)

2)Fonne[1例].Sw.fan>ME.fone>fonn(e)

oForms(fon;sb.anda.obs)15c.fone>15c.^-16c..fonn(e)

(fool;sb.anda)OF.fol>13c.^-14c.fol.foie>14c.^-fool

◎11-hay1,bygod,Aleyn,thouisaTonne!(A.Rv.4089)、

こ のfonneの 語 源 に つ い て は 不 明 で あ る 。 多 分Sw.fanか ら の 借 入 語 で な い か 。foo1,

foolishの 意 味 に 使 わ れ た 北 方 方 言 の 語 句 で あ る 。 作 品 内 で は 他 方 言 と し てfool,foole,

fole,な ど の 方 言 音 綴 り が 見 ら れ る 。

oOrellesheisafool,asclerkessayn(A.Rv.4028)

oOurecornisstolen,menwillusfoolescalle(A.Rv.4111)し
oWhatverrayfool,thyrlkwelthatloveisfre!(A.Kn.1606)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):fon(9186)fole(13041)foul(28)fule(12089)

foles(9187)fol(20735)fole(886)etc

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):fo1(298,2100,307)

●Gawain&GK.(中 西 部 方 言):fole(2414)foly(324)



山 田:ReevesTaleに み られ る北 方 方 言 の要 素 65

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):fol(12 .6)fole(b.15.3)fblis(b.10.6)etc.,

●WorksofJ ・Gower(ロ ソ ド ソ方 言):fol(i.2214)fo11(i.1967)foles(iv.625)

3)1athe[1例]ON.hlaza>LateME.1ath.nowonlydia1.

oForms(lathe,sb)16c.laythe>16c .^-17c.lath.>19c.dial.leathe,latth.

(barn.sb.)11c.here-erri.>12c.beren>16c.bern>17c.-vbarn

OOWhynadstowpitthecapulinthelathe?(A.Rv.4088)

こ のlatheはModE.barnの 意 味 に 使 用 さ れ るON.hlazaよ り の 借 入 語 で 、 今 日 で はWm .

Yks.Lan.Der.な ど の 北 部 地 方 で 話 さ れ る 方 言 形 で あ る 。 作 品 内 で は 他 方 言 と してberne

が 使 用 さ れ て い る 。

oAsanyswalwechitteryngonaberne .(A.Mil.3258)

oWithinnehistente,largeasisaBerne,(B.Mk.3759)

oToseenhirgraungesandhireberneswyde,(B.Sh.1256)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):lathes(4681)

4)raa[1例]OE.raha>LateME.raa>rae

oForms;11c.raha>15c～16craa>16c～rae

>13croa>14c^-16c.ro>16c^-roe

◎Iisfulwight,gowaat,asisaraa;(A.Rv.4086)

こ のraaは"Asmallpiecesofdeerinhabitingvarious・.ofEuropeandAsia"の

意 味 に 使 わ れ 、 「a」 音 を 持 つ 北 方 方 言 形 で あ る 。(anterburyTales内 に はraa、roe例

は 他 に な く、Chaucerの 作 品 内 で はroo、roes、roosの 用 例 が 見 ら れ る。

oThedredfulroo ,thebuk,theherteandhynde,(PF.195)

oWasfulthewode;andmanyroes,{BD.430)

oYoulikethtohaunttoroos,yenegon,(Bo.3.m.8 .795-800)

E.D.Dに よ る とraeニAnenclosureorcattleの 意 味 で 、northScotland方 言 音 と説 明 し

て い る。

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;・

●CursorMundi(北 方 方 言):ra(19080)

●WorksofJ .Gower(ロ ソ ド ソ方 言):ro(iv.2786)

5)sale[1例]OE.sawo1>ME.saule>sale.sa11.(Sc.>sau1.

6)saule[1例]

oForms;llc.sawol>sawul>13c .^-17c.saule>14c.^-16c.salesall(Sc.)saul

>12c.^-17c.sowle>13c.^-17c.soule>15c.^-soul

OOByGoddessale,itsalneenotherbe!(A.Rv.4187)

◎ForChristessaule,andheeranoblegame.(A.Rv.4263)

こ のsale、sauleは"Theprincipleofthoughtandactioninman,commonly

regardedasanentitydistinctfromthebody"(0.E.D)の 意 味 に 使 わ れ 、 「a」 音

を 持 つ 北 方 方 言 形 で あ る 。 作 品 内 の 他 方 言 と して はsouleが 使 用 さ れ て い る 。

oBut-ifamannessoulewereinhispurs;(A.Prol .656)

oAndGodwislyonmysoulerevue(A.Kn.1863)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

●CursorMundi(北 方 方 言):saul(210)saule(5038)saules(1568)saulus(1822)
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●

・

・

・

こ のsaule、

ら れ た と 考 え ら れ る 。

7)sang[1例]Sc.andnorth.dial.OE.sanc>sang

oForms:11c.～sang.song

◎Herdistoweverslyka・ernow?(A.Rv.4170)

作 品 内 で はsongも 使 用 さ れ て い る 。

oForwelhewiste,whanthatsongwassonge,(A.Prol.711)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):・(87)sanges(23)

●Gawain&Gk.(中 西 部 方 言):songez(1654)

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ドソ 方 言):song(ii.3012)songe(i .2745)songes(i.2739)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言):soule(245)'(1422)

Gawain&Gk.(中 西 部 方 言):saule(1916)sawle(1879)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):saule(2.35,36)soule(a.8.23)soules(a.1.121)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言):saul(iv.1935)soule(P.453)

saleは 上 記 の 引 用 例 に よ っ て も 明 白 の よ う に 、 英 国 各 地 の 方 言 で 共 通 に 用 い

1§2代 名 詞

hem(N.)them.3969themselves.41461k(N.pers.pron)13867.etc

thair(N.)their4172

whelk(N.)which4078

wha(N.)who4173

単

数

称
格

1 2 3

名 格

生 格

与 ・対格

1(ik,ich)

my(myn)

me

thou(thow)

thy(thyn)

thee

heshe(h)it

hishire)his

himhire)(h)it

複

数
ー

称
格

1 2 3

名 格

生 格
'

与 ・対 格

we

our(e)

us

ye

you(e)

y。u〈yow)1

they

hir(thair)

hem

1)hernOE.him.hiom.heom>ME.hem>'em.em

oForms:11c.him.hiom>11c.～14c.heom.hym>13c.～14c.him

>12c.^=17c.hem

>13c.^-17c.am>13c^-15cem>17c.^-em.'em.

Inthe10thc.him,heombeganinnorthmidl.dial.tobesubstitutedforthe

acc.pl.hi,hia,etcandby1350hemhadsupplantedhiinsouth,also,the

dativeandaccusativebeingthusidentifiedundertheformhem.(OED.)

◎Adoghterhaddetheybitwixehemtwo(A.Rv.3969)

◎Theysoupenandtheyspeke,hemtosolace,(A.Rv.4146)

OE.him(=them)はME.時 代 にheom,hemと な る が 、 こ れ もScandinavian系 のthemに と っ



山 田:ReevesTaleに み られ る北 方 方言 の要 素 67

て代 られ て しま う。このhemが'emの 形 で 、一 般 の 口語 や 方 言 ・俗 語 中 に生 き残 って い る。

themはON.Seimに 由来 す る。they-their-themが そ ろ って 用 い られ るの は 、15c.を す ぎ

て16c.に 入 って か らで あ る。Chaucerは 主 格 にthei,theyを 用 い 、属 格 は 固 有 のher,hire,

thair(北 部 の み)を 使 用 し、 目的 格 にhem,heom,ρaimを 用 い て い る。

*他 の作 品 に見 られ る例

・

・

・

・

・

CursorMundi(北 方 方 言):hem(308),(1703)dam(26)Haim(826)hem(13725)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言):hem(367)

Gawain&Gk(中 西 部 方 言):hem(301)him(49)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):hem(b.3.345)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ 方 言):hemself(P.302)

2)ik.OE.ic>ME.ik

OForms:11c.～14c.ic>14c.ik

12c.^-16c.ich

12c.～14c.i>14c～16cy>15c.Y>14c～1

0E.で は[ikコ と発 音 され て い た の で あ る が、 そ の の ちOE.後 期 に な って[it∫]と 発 音 さ

れ てichが 出 て くる。 そ の の ちchの 脱 落 で 、iは 長 母 音 化 さ れ て[i:]と な りModE.で は

二 重母 音 化 され て[ai]と 発音 され る よ うに な っ た。し
OE.icremainedinME.asic,ikinthenorth;inmid1.andsouthitwasearly

palatalizedtoich.●Innorthandmid1.thefinalconsonantbeganby12thc.to

bedroppedbeforeaconsonant,thepronounbeinginthispositionreducedtoi;

inthe14thc.ikandiwerestillusedbeforevowelandconsonantrespectively

inthenorth.(O.E.D)

◎But飲amold,melistnotpleyforages;(A.Rv。3868)

OAndyetrkhavealwaysacoltestooth,(A.Rv.3888)

作 品 内 で は1[i:]、ich[it∫]が み ら れ る。

oIamthytreweverrayweddedwyf;(A.Mil .3659)

oIisasilleamillerasareye .(A.Rv.4045)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

●CursorMundi(北 方 方 言):i(73)ic(1975)(808)j(25408)iself(2559)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):i(21)(167)(305)etcO

●Gawain&Gk.(中 西 部 方 言):i(24)(253)(1962)etc

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):ik(b .5.228)ich(1.4)(2.41)y(4.370)

●WorksofJ .Gower(ロ ソ ドソ 方 言):1(iv.3622)

3)thair[1例]ON.peira>LateME.thair

OForms:13.pezzre>14c.かeire>♪air>14c .～15c.thaire>15c.～their

14c.^一(Sc.)thair

こ のthairはONφezzre>Beira>thairと 変 化 し て 、"Ofbelonging,orかertainingtothem"

の 意 味 に 使 わ れ た 北 方 方 言 で あ る 。

OAWildefyrup-onthairbodgesfalle!(A.Rv.4172)

01dNorseよ り♪eir一参eirra一 かeimが 借 入 さ れ る と 、hi(e)-hir(e)-heomhemを 序 々 に 脅 か す

よ う に な る 。
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4)wha[1例]

O

OWhaherknedeverslykaferlything?(A.Rv.413?)

今 日 で もScotland地 方 で は 聞 か れ る 方 言 音 で あ る 。 作 品 内 で はwhoが 多 用 さ れ る。

oWhodorstebesobooldtodisparage(A.Rv .4271)

oButsikerlyshemystewhowaswho(A .Rv.4300)

oAndtherefore,who-solistitnayy-heere(A .Mil.3176)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

・

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):fair(253)かaire(386)力aier(794)・(48)heir(1716)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):かere(1350)here(52)

●Gawain&Gk.(中 西 部 方 言):かayr(1359)her(54)hor(130)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):here(ii.273)

●WorksofJ .Gower(ロ ソ ド ソ方 言):here(P.51)

OE.hwa>ME.hwo(Sc.)wha

Forms:11c.^-13c.hwa>12c.^-13c.hwo>13c.^-who.16c.^一(Sc.)wha.

・

・

●

・

CursorMundi(北 方 方A):wa(3878)(2凋(454)(81)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言):hwo(172)

Gawain&Gk(中 西 部 方 言):quo(231)who(682)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):who(b.9.36)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ドソ 方 言):whothat(P.13)

5)Whilk[2例]OE.hwilc,wilc>ME.whilk>(dia1.)whilk.

oForms:11c.～13c.hwilc,wilc>13c.hwilh,wilch>13c .～15c.wilk>14c.～16c.

(dial)whilk

12c。hwic,wic>12c.～13c.hwich>14c.～16c.whiche>14c.～

which

O`WHAT?WhelkwayisheBeen?'hegantocrie(A.Rv.4078)

OOLo,whilkacomplineisy-melhemalle!(A.Rv.4171)

作 品 内 で は 他 に 、which、whicheが 多 用 さ れ る。

oAndwhichetheywerenandofwhatdegree(A .Prol.40)

oAndwhichofyowthatberethhymbesteofall.(A.Prol.796)

oFouregleedeshanwe,whicheIshaldevyse{A .Rv.3883)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

・

・

・

・

・

whilkは14c.

Wm.Yks地 方 で 聞 か れ る方 言 音 で あ る。

CursorMundi(北 方 方R/:qullk(146)gull(1205)qullke(28299)whilk(25391)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言):hwilkgat=whichway(836)

Gawain&Gk(中 西 部 方 言):queper(1109)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):whiche(a.5.26)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言) ,:which(P.52)whiche(P.707)

whichthat(i.94)

頃 よ り地 域 語 の 形 式 を 取 る よ う に な っ て 、 今 日 で もSc.Nhb.Dur.Cum.
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awen{N.)own4239

11(N.)bad,evil4174.4184

peen(N.)no.none4185

オ吻(N.)two4129

§3形 容 詞

bathe(N.)both4087.4112.etc

na(N.)no4026

slyk{N.)such4130

wrong{N.)wrong4252

1)awen[1例]OE.azen.おzen>ME.ahen>awen>(north.Sc.)awn

oForms;11c.azen.aezen>13c.ahen>13c.～15c .awen>14c.～(north.Sc.)awn

12c.～14c.ozen>13c.～16c.owen>14c.～17c.owne>17c.ん6wn.

OOIisthynawenclerk,swahaveIseel.(A.Rv.4239)

こ のawenは`Usedafterapossessivecaseofadjective,toemphasizethe

possessivemeaning.'(0.E.D)の 意 味 に 使 わ れ た 北 方 方 言 形 の も の で あ る 。 こ のawen

は 全 作 品 中 で 唯1例 で 、owne(A.Rv.内 で は4例)、owneが 多 用 さ れ て い る 。

00fyongwommenathisowenecost;(A .Prol.213)

oButinhisowenehekannatseemabalke(A .Rv.3920)

oAsfrendlyashewerehisowene ,brother;(A.Kn.1652)

oAndswoorhewoldebeenhirowenepage;(A.Mi1.3376)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):auen(462)auln(2750)aun(1971)aurae(2803)

ouen(389)naun(7742)nawen(17313)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):oune(375)

●Gawain&Gk(中 西 部 方 言):awen(736)auen(293)aurae(10)owen(408)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):owen(b.10.367)owene(i .124)

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言):oghne(P .86)oughne(i.1948)

owen(viii.1248)owne(viii.2954)

音 推 移 は 、12c.頃 に 起 っ た 模 様 で あ る 。 し か し

音 推 移 は 行 わ れ ず 、 今 日 な お 方 言 音 と し て 残 っ て い る 。E.D.Dに よ る と

2)

ModE.ownへ のOE.azenか ら のa>0の

北 部 地 域 で は

aan,aen,ahn,ain,ane,aun,awin,awn,awneの 綴 字 で 使 用 さ れ て い る 。

bathe[3例]ON.baδar>ME.bathe

oForms12c.^-13c.bade>12c^-16c .bothe.bade.14c.〉^-both

(north)13c.～15c.bath(e).>14c。 ～16c.baith(e)〉.14c～baith

OOByGoodeshertehesalnatscapeusbathe.(A.Rv.4087)

00Bathethewardeynandourfelawesalle .(A.Rv.4112)

◎Hemightedoonusbatheavileinye.(A.Rv.4191)

こ のbatheは"Theoneandtheother:referringtotwospeciallydesignated

personsorthings,implyingthattwoandnomorearesodesignated,and

emphasizingthefactthatneitherofthemisexceptedfromthestatementmade;

equivalentto`thetwQandnotmerelyoneofthem'"の 意 味 に 使 わ れ た 北 方 方 言

で あ る。 作 品 内 で はbothe,bother,bothesの 用 例 が み ら れ る 。

oBothofhiscatelandhismesuage(A.Rv3979)

oThisAleynalforgetbothmeleandcorn,(A.Rv4076)

oBotheofhispropreswynkandhiscatel(A.Prol.540)
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oBitwenehirbothelawes,thattheysayn(B.ML.221)

oBotheheyandcartandeekhiscapresthre.(D.Fri.1554)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):BathhesetteinI.frewill(666)O.E.D

bathe(28249)ノ ク句クθ(1478)both(40)

bade(11167)baper(1254)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):/.(1336)i(360)boかen(173)

●Gawain&GK.(中 西 部 方 言):b⑫e(111)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):・ ・1(11.8)Herbotheres(3.67)=ofthem

bothoureboilers(7.181)=ofusboth

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ドソ 方 言):bothe(P.159)bothen(1.1829)

こ のbatheの 文 法 的 取 扱 い に つ い て は 、 形 容 詞 と 副 詞 的 表 現 を 一 括 し て 扱 っ て い る。

ME.baδeが 出 来 る ま で は 、 英 国 全 土 で はOE.bo=bothが 使 用 さ れ て い た 。 こ のBoに つ い

て 少 し述 べ る 。

oBo[adj.pron.]OE.bezen.ba.bu>ME.bezzen.ba

OForms:masc.11.bezen>12c.～13c.bezzen>13c .baeien>14c.baye

fem.11c.ba>13c.boa>13c.^-14c.bo>15c.boo

neuter.11c.bu

3)i1[4例]ON.illr>ME.ille'

こ のi1の 解 釈 に つ い て は 、ModE.illの 意 味 で は な く 、 「evi1的 な 意 味 のi11」 の 解 釈 を す る

べ き で あ る 。EarlyME.よ りi1はevi1の 同 義 語 と考 え られ た り 、evilの 変 形 ・省 略 形 と も 考

え ら れ た 。 特 に 北 方 地 方 で は そ の 特 徴 が い ち じ る し く、 例 え ば 、evilの 母 音 問(eとiの

間)のvは 消 失 す る 特 徴 が あ っ て 、evi1>eil>il,devil>dei1,even>ein,preve>pree,

shove1>schoo1の よ うに 、v一 綴 字 脱 落 の 推 移 を と っ た 。 こ の 類 推 か ら 、ON.よ り の 借

入 語illrがillr>ille>i1と 変 遷 して 使 用 さ れ 始 め て も 、evilの 語 源OE.yfelは 、yfe1>ife1>

ivel>ivi1>i1と の 変 遷 過 程 を 取 っ て 、12c.以 降 もillの 意 味 の 代 用 語 を つ と め た 。

こ こ で ⑤evilill[adj]◎ill[adv]の 語 源 に つ い て 整 理 して お く。

⑤evilOE.yfel>ME.ivel>evil

oForms:11c.yfel>12c.～14c.>ifel>12c.～15c.ivel>14c.～16c.evi11>14c～evil

LotheisEvillemannyssoule&bodybope(CursorMundi,8016)

●illON.illr

oForms:ON.illr>12c.～16c.ille>14c.～16c.y11>14c.～17c.i1

今 日で はillhealth,illhumoar,illtemper,illsuccessな ど の 使 用 形 態 を と っ て い る 。

⑤illON.illa>EarlyME.ille

OForms:ON.illa>13c.～15c.ille>ylle13c.～i1

作 品 内 のilとevilの 用 例 を 調 べ て み る と 、i1はA.Rv.の4例 の み 、evi1はA.Rv.の1例 を 含

め て 多 数 用 い ら れ て い る 。

001isasrlleamillerasareye.(A.Rv.4045)

OOYe,theysalhavetheflourofrlending.(A.Rv.4174)

◎AndwehanhadanIlfitalthisday.(A.Rv.4184)

OOII-hayl ,,byGod,Aleyn,thouisafonne!(A.Rv.4089)
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OHymthannatwenewelthatyveledooth.{A.Rv.4320)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

・

・

・

・

・

4)na.

Qladjective
O

◎`Syomnd

OOHimboes

OOWithemptyhandmenmaynahaukestulle.

OOThislangenighttheytydesmenareste.{A.Rv.4175)

◎Therenasnamoore;hemneededenodivale(A.Rv.4161)

②adverbia1`na'[2例]OE.na、

oForms:11c.～16c.na>18c.～19c.(Sc.)nae

NormallynainnorthernME.andSc.,andnoinMidlandandSouthern

dialects.(O.E.D)

OOOurecornisstolen,shortly,itisnanay.(A.Rv.4183)

◎Butyet,nafors;alsalbeforthebeste.(A.Rv.4176)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

5)

CursorMundi(北 方 方 言):Il(548)ill(45)Ille(4425)

HaveloktheDane(中 東 部 方 言):ille(1165)

Gawain&GK.(中 西 部 方 言):ille(346)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):ille(11.93)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ドソ 方 言):yle(1.1578)

[adj.5例adv.2例]

`
na'OE.na.(ReducedformofOE.nan,non,a.None)

Forms:12c.^-16c.na>naa,nea,neah,nee,ney,ne

>14c.～16c.noo>13c.～no

'
,quodJohn,`byGod,nedehasnapeer.(A.Rv.4026)

servehim-selventhathas.naswayn,(A.Rv.4027)

(A.Rv.4134)

●CursorMundi(北 方 方 茜):na(16)ηa19(1238)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):na-more(2363)namore(2530)no(518)

●Gawain&GK.(中 西 部 方 言):nay(256)no(336)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):na(14)namore(b.3.108)naz(a.6.47)

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言)・:no(P106)nomore(a.11.1526)nomo

(P.1086)

neen[2例]OE.nan

oForms:11c.nan>12c～14c.Sc.15c～16c.(north19c.)nan.vane.naan.peen

12c.^-16c.non15c.^-none

◎And・sinlsalhaveneenamendement.(A.Rv.4185)

OByGoddessaule,itsalpeenotherbe!(A.Rv.4187)

こ のneenはModE.noneの 意 味 に 使 わ れ たnorthernME.dialectで あ る 。 作 品 内 で は

noon,non,nooneな ど が 多 用 さ れ て い る 。

oAbetterpreestltrowethatnowherenoonys.(A.Prol.524),

oAgeyneshismyghtthergaynethnoneobstacles(A.Kn.1787)'

E.D.Dに よ る と 、neenはYks.Abd.Nhb.の 北 方 地 方 で 話 さ れ て い る 。

oNeen,peen,fistsaxi'theanean'half-a-dizzen(Abd.>

oThousneatenBeef.(Nhb.)

oHe'11neeanho'dback.(n.Yks.)
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*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

●CursorMundi(北 方 方 言):nan(54)Wane(688)naln(1968)non(248)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):non(518)nan(2200)

●Gawain&GK,(中 西 部 方 言):non(e)(307)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):non(4.437)none(7.434)

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ 方 言):non(P.207)none(P.201)no(i.137)

6)slyk.[4例]ON.slik‐r>LateME.slike

such:OE.swilc,swelc13c.～such13c.～15c.succh.

swilk:northernunpalatalizedform13c.^-15c.swilke.

slike:ON.slik‐r>14c～15c.slyk.slic.>14c.slik.sli.

ortaaslykashebringes(A.Rv.4130)OOSIykashefyndes,

OOHerdestoweverslykasangernow?(A.Rv.4170)

OOWhaherknedeverslykaferlything?(A.Rv.4173)

次 の 用 例 のwhilk(A.Rv.4171)は 、 北 方 地 方 で 話 さ れ た 、swilk、 、swile、slyk、slik

な ど の 綴 字 の 違 い か ら 生 じ た 北 方 方 言SWIIkの 変 形 と 考 え ら れ る。suchの 意 味 に 使 わ れ た
'

も の で あ ろ う。

◎Lo,whilkacomplineisy-me1.(A.Rv.4171)、

作 品 内 で はswich、swiche、such、sucheが 多 用 さ れ る 。

oAnd.bathedeveryveyneinswichlicour.(A.Prol.3)

oFortodeelenwithnoswicheporaile.(A.Prol.247)

oWasnowhersuchaworthyvavasour.(A.Prol.360)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):slY(66)scll(114)sllc(14368)slrk(4374)

slike(4371)Sunk(77)swllk(6258)squllk(3264)

sullk(842)suilkln(857)sullklns(18064)

・

・

・

・

HaveloktheDane(中 東 部 方R):suilk(644)swilk(1118)slike(1157)

Gawain&GK.(中 西 部 方 言):such(92)seche(1543)

PiersthePlowman(中 西 部 方 言):swich(1.64)swiche(R.4.2)

WorksofJ.Gower(ロ ソ ドソ 方 言):swich(v.377)swiche(iv.1429)sich(viii.1110)

swich(ii.566)suche,swiche(P.233.299)

such(P.735)

7> twa[1例]OE.Sc.twa>ME.twa

oForms:11c.14c.～15c.Sc.tua>11c.～15c.dial.twa>15c.～twa

13c.A-two14c.^-17c.tuo.twoo

◎Ihaveherdseyd,mansaltaaoftwathinges.(A.Rv.4129)

こ のtwaは"Thecardinalnumbernext.afterbne"の 意 味 のNorthernDialectで あ る 。

Sc.Yks.Lan.Nhb.地 方 で はtwa、twae、tway、twe、twea、twee、tweeah、tew、too

の 方 言 綴 が 見 ら れ る。

作 品 内 で はtwa(A.Rv.8例)、twain、twey、tweye、twoo、 な ど が 多 用 さ れ て い る 。

oAfewetermeshaddehe,twoorthre,(A.Rv.639)

oWhileIlyninhiracmestwoo.(RR.2594)
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oThanthatthepersongatinmonthestweye;(A.Pro1.704)

oTilthatdeethdeparteshalustweyne,(A.Kn.1134)

oAndoftethatwhantweymenhaneverich(B.NP.4380)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る 例;

●CursorMundi(北 方 方 言):tua(308)twa(29030)tual(12699)

tuarn(4032)tuin(417)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):two(128)twayne(962)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):tweye(6.135)tweyne(b.5.32)

●Gawain&Gk.(中 西 部 方 言):two(128)(770)

●WorksofJ:Gower(ロ ソ ドソ 方 言):tuo(P.336)tweie(P.18)

8)wrang[1例]ON.wrangr>OE.wrang.

oForms:「11c.～15c.16c.～(Sc.andnorth.dia1)wrang

13c.^-wrong13c.^-16c.wronge

◎`Bygod',thoughthe,`alw凋 ηgIhavemisgon,;(A.Rv.4252)

こ のwrangは`wrongly'の 意 味 に 使 わ れ たnorthernDialectで あ る 。 作 品 内 で は 、 こ れ

以 外 はwrongで あ る 。

Butwegoonwrongfuloftentrewely:(A.Kn.1267)

Ofhemthathaddenwrongesuspecioun.(B.ML.681}

ThoushalthavealrightandnOwrongheere.(C.Doc.174)

*他 の 作 品 に 見 ら れ る例;

●CursorMundi(北 方 方 言):wrang(15448)tivz-anges(6447)wrangivls(837)

wrangwlse(28773)wrangwys(28101)

●HaveloktheDane(中 東 部 方 言):wrong(72)

●Gawain&GK.(中 西 部 方 言):wrang(1494)

●PiersthePlowman(中 西 部 方 言):wrong(a.7.162)

●WorksofJ.Gower(ロ ソ ド ソ方 言):wrong(ii.2391)wronge(iv.3709)

N.結 語

作品の登場人物AlanとJohnと い うCambridgeか ら来た北国生れの学生達の会話を眺めて

来た訳である。 ここで彼等の話す北方方言は、現実 にしゃべられているものの実写ではな

い。北方方言の特徴を捉えた作者のするどい言語感覚によって再現 された効果的表現技巧と

しいの方言描写を見て来たのである。文学作品を研究す る上において、登場人物の喋る方言

を見すごすごとは出来ない。作中の人物の思想を知 ろうと思えば、その人物の言葉 にたよる

しか仕方がないからである11。方言が作者の意志に従 って選ばれ使われるものである以上、

また目立たぬところは標準語ですませ、特別なところだけ方言を使 うこともある以上、作品

に地方色を与えようとする時、もっとも現実的な方言を用いると考えられる以上、我々は文

学作品で表現されている方言そのものを、登場人物ひいては作者の思想を知 る上からも安易

に看過することは出来ないと考えられる。
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注

1.本 稿 の 引 用文 は 、 す べ てSkeat.W.W.ed;TheCompleteWorksofGeoffreyChaucer(Oxford,

1972)版 に よる。文 中の イ タ リ ック体 は 北方 方 言 綴 りを示 し、 末尾 の()内 の数 字 は ペ ー ジ数 を示 す。

2.西 脇 順 三郎 訳 。 「チ ョー サ ー」(筑 摩 書 房,1967)、p.54参 考

3.Whitelock,D.TheAnglo‐SaxonChronicle(London,1961)p.51

4.廣 岡 英 雄 『歴 史 的 に 見 た英 国民 の言 語1』(篠 崎 書 林,1969)p.23を 参 照 す る。

5.Potter.SOurLanguage(PenguinBooks,1966),p.36

6.CanterburyTalesrendetedIntoModernEnglishbyJ.U.Nicolson,etc

以 下 、 本 稿 の 現 代 英訳 文 は 、 す べ て 、 この版 に よ る。(TheProgrammedClassics,1934)p.1

?.Wyld,H,C.TheHlstorlcalStudyoftheMotherTongue(HaskellHouse,1968)pp.216-249

pp.250-298

8.山 本 忠 雄 『標 準 英語 の 出 来 るま で』(三 省 堂,1937)pp.1-7を 参 照 す る。

9.桝 井 迫 夫 『チ ョー サ ー の 世界 』(岩 波新 書,1976)pp152-170を 参 照 す る。

物 語 に多 用 性 と立 体 性 を与 え るた め に 、 桝 井 氏 は す べ て の 物 語 を10の 「物 語 群 」 に分 けて 、 物 語 が 物

語 を生 む た め の グル ー プ分 け を行 って い る。 そ の 編 集 を紹 介 す る。

物語 群1～ 「総 序 の歌 」 「騎 士 の 物 語 」 「粉 屋 の 話 の序 」 「粉 屋 の話 」 「家 扶 の話 の序 」 「家 扶 の話 」

「料 理 人 の話 の序 」 「料 理 人 の 話 」

物 語 群II～ 「弁 護 士 の前 の つ な ぎ」 「弁 護 士 の 物 語 の序 」 「弁 護 士 の物 語 」

物 語 群III～ 「バ ー ス の女 房 の序 」 「バ ー ス の女 房 の話 」 「托 鉢 僧 の序 」 「托 鉢 僧 の話 」 「召 喚 吏 の序 」

「召 喚吏 の話 」

物 語 群IV～ 「学 僧 の序 」 「学 僧 の物 語 」 「貿 易 商 の序 」 「貿 易商 の物 語 」

物 語 群V～ 「近 習 の前 つ な ぎ」 「近 習 の物 語 」 「郷 土 の序 」 「郷 土 の 物語 」

物語群VI～ 「医者の物 語」 「免罪符 売 り場 の前 つな ぎ」 「免罪符売 りの序」 「免罪符売 りの話」

物語群1肛～ 「船長の話 」 「尼僧 院長 の序」 「尼僧 院長 の物語」 「トパ ス卿の序」 「トパ ス卿の話 」

「メ リベ ウ ス の 序 」 「メ リ ベ ウ ス の 話 」 「修 道 僧 の 序 」 「修 道 僧 の 物 語 」

「尼僧 附僧侶の序」 「尼僧附僧侶の物語」

物語群皿～ 「第二 の尼僧の序」 「第二の尼僧の物語」 「錬金術師の徒弟の序」 「錬金術師の徒 弟の物語」

物語群IX～ 「賄方の序」 「賄方の話」

物語群X～ 「教区司祭の序」 「教区司祭の話」 「チ ョー サー の取消 し文」

この物語 群1～Xの 配置 に対 して、Chaucer全 集 を編 集 した イギ リスのSkeat.W.W氏 はGroupA～

1の9つ の群 に分 けm1の 順 に並べた。

物語群 1 II III N v VI 皿 田 Ix X

Group A B1 D E F C BZ G H 1

Chaucerは 往 きと帰 りに2つ ず つ の 話 を巡 礼 者 に させ て 、 全部 で120も の話 を創 作 して い た 。 この 彪

大 な 構 想 は 逐 に 実 らな か った。 成 功 して お れ ば、 上 の表 は どの よ う に変 更 され た の か 興 味 深 い。

10.各 章(§1～3)の 最 初 の 引 用 語 群 は 、 以 下 の 基 準 に 従 っ た 区 分 け で あ る 。banes

(北 方方 言 音 綴 り):N=Northernword:4073(Skeat版 の フ ァブ リオ の行 数)

11.廣 岡 英 雄 『方 言 研 究 の 意 味 す る もの 』(関 西 大学 文 学 論 集 第10巻4号,1960)pp.60-81を 参 照 す る。
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略 語 表

(下記 のイ タリック体は作品名お よび用語 名を示 し、 ローマ ソ体はその略語名を示 す もの とす る)

奮

欝

獣

㎜
鵬
黙

黙

臨
蹴
㎜
朧

Prologofthe(一..an旋 ヲrわU{アTales

KnrghisTale

ル伽 〆5Tale

Reeve'sTale

(=わαゼ5Tale・

ManofLaw'sTale

Ship」m8ガ5Tale

Prlo■ess/Tヨ1θ

TaleofSlrThopas

Tale(ガ 」2Vlellbe乙15

Mc)12」をソ5Tale

Nulジ5P1ゴb5fTale

Pocオo/5Tale

Pardoner'sTale

陥(ゾ β ∂th,5Tale

Frlar'sTale

Sumne〆5T,ヨ 拍

Clerk'sTale

MerchantTale

Boeth九15/bk.3

English」 獄 ∂lect1万Cが012∂ ■y

ヱ万∂治o∫.

ハ1b勲 ㎜ ゐθ曲 ηd「

0ロ π2ゐθ■la加1

F.Sq.

F.Fkl.

G.SN.

G.CY.

H.Mcp.

1.Pars.

OE.

ME.

ModE.

O.E.D

CT.

Gawain&GK.

Wm.

Yks.

Lan.

Der.

PF.

BD.

O.E.D

O.N

R.R,

Dur.

Wm.

Sgrre'sTale

Franklin'sTale
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Summary

Infact,itisonlytowardstheendof14thcenturythatweseethelanguageofLondon‐the

languageofgreatpoetslikeChaucer‐assumethroughoutthecountrytheformofacommon

writtenandliterarylanguage.Roughlyspeakingfivevarieties,fivedialectsofMiddleEnglish

canbedistinguishedgeographically(1)South-EastKentish,(n)South-WestSouthern(lts)

East-Midlanddialect(N)West-Midlanddialect,finally(v)theNortherndialect,whichextends

upintoScotland.LondonDialectiscontainedin(m)EastMidlandDialect.Takenasabasis

fordescription ,,thelanguageofChaucerwouldgiveaveryinexactideaofthevarietyof

formsandsounds.

Theaimofthisessayistoshow,asaccuratelyaspossible,thepronunciation
,grammar

andwordsoftheNorthernDialectsusedbyChaucerinhisliteraryworks.Itisneedlessto

saythatChaucerisoneofthegreatauthorsthatEnglandhaseverhad
,andhisworkshave

alargereadingaudienceintheworld.WithoutsomeknowledgeofthedialectwhichChaucer

introducedinhisnovelsandpoems,hisartofliteraturewouldnotbefullyappreciated.

Inthiseassay,wecouldfindtheNortherndialectalforms,Iis,Ikam,twa,hem,thalr
,

wha,whelk,etc.Wealsotrytoappreciatethefunof`fabliau'usingtheNorthernDialects.

Wemustfind .Chaucerianironyandhumourinthisfabiau.
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